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中
学
校
１
校
統
合
は
止
め
る
べ
き

問　

中
学
校
１
校
方
式
は
、
活
力
の

な
い
町
に
な
り
、
職
場
を
島
内
か
ら

奪
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。
実
態
と
し

て
統
合
以
降
ど
れ
だ
け
の
職
場
が
な

く
な
っ
た
の
か
教
育
長
に
問
う
。

答
　
前
回
の
中
学
校
統
合
方
針
が
ま

と
ま
っ
た
平
成
19
年
以
降
本
年
ま
で

８
年
間
、
県
費
及
び
町
負
担
合
計
職

員
数
の
変
動
は
、
小
学
校
141
人
か
ら

13
人
の
減
。
ま
た
中
学
校
で
120
人
か

ら
59
人
の
減
、
合
わ
せ
て
72
人
の
減

で
あ
る
。

（ 

県
費
は
県
が
負
担
す
べ
き
教
職
員
。
町

費
は
そ
の
他
町
が
負
担
す
る
職
員
。）

問　

現
在
町
内
の
一
部
に
中
学
校

の
統
合
問
題
は
結
論
済
み
。
慎
重

な
議
論
は
必
要
な
い
と
の
「
付
帯
決

議
を
無
視
し
た
動
き
が
あ
る
。」
現

在
４
校
方
式
で
具
体
的
な
問
題
が

あ
る
の
か
。

教
育
長

　
平
成
19
年
４
月
９
日
の
答

申
で
は
４
項
目
及
び
付
帯
決
議
２
項

か
ら
な
っ
て
い
る
。
付
帯
事
項
の
２

項
目
に
「
平
成
29
年
４
月
に
統
合
を

目
指
す
が
、
社
会
情
勢
の
変
化
や
保

護
者
・
地
域
の
声
に
配
慮
し
な
が
ら

進
め
る
こ
と
。」と
答
申
さ
れ
て
い
る
。

「
現
在
の
４
校
方
式
に
具
体
的
な
問

題
が
あ
る
か
」
に
つ
い
て
は
な
い
。

問　

現
在
「
国
際
社
会
に
通
用
す
る

学
力
作
り
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
国

際
社
会
は
小
規
模
学
校
が
流
れ
。

〈
独
自
に
調
べ
た
国
際
比
較
〉

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
２
０
１
３
年
度
資
料
）

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均　

23.3
人

日
本　
　
　
　
　

32.7
人

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
内
、
統
計
で
き
た
19

ヵ
国
の
中
学
校
の
１
ク
ラ
ス
の
生
徒

数
の
状
況
で
、
日
本
は
下
位
か
ら
２

番
目
で
あ
る
。

〈
日
本
の
教
育
予
算
〉

（
２
０
１
２
年
自
民
党
選
挙
公
約
）

　

教
育
予
算
確
保
に
つ
い
て

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
5.4
％

日
本　
　
　
　
　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
3.6
％

　

自
民
党
の
選
挙
公
約
の
実
現
に

は
教
育
予
算
を
1.8
％
増
や
す
必
要

が
あ
る
。

指
摘　

学
校
は
町
づ
く
り
の
基
本
。

充
分
な
協
議
を
求
め
る
。

 

消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上
げ
は
病
院

経
営
に
対
す
る
大
き
な
圧
迫
に
な
る

問　

消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
公
営
企
業
局
の
営
業
は
大
変
困

難
に
な
る
。
そ
の
影
響
は
。
ま
た

10
％
に
つ
い
て
も
答
弁
を
求
め
る
。

答　

答
弁
を
表
に
し
た
。（
下
表
↓
）

指
摘　

医
師
・
看
護
師
の
確
保
等
、

先
進
医
療
の
大
学
病
院
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
調
査
に
よ
る
と
消
費
税
の

８
％
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
多

く
の
大
学
病
院
で
さ
え
赤
字
に
転
落

し
て
い
る
。

　

今
後
、
公
営
企
業
局
の
運
営
は

２
０
２
５
年
問
題
を
含
め
、
運
営
は

大
変
な
状
況
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
引
き
続
き
努
力
を
求
め
る
。

※
収
益
的
支
出

　

医
療
、
介
護
に
係
る
経
費

※
資
本
的
支
出

　

修
繕
、
建
設
、
設
備
に
係
る
経
費

※
資
本
的
支
出
に
係
る
消
費
税

　

25
年
度
は
含
ま
れ
て
い
る
が
、26
年

度
及
び
29
年
度
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
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